
 

 

 

  

２０１３年３月期 第２四半期決算の概要 

興銀リース株式会社 

2012年11月２日 

（ 証券コード：８４２５ ） 

本資料には将来の予測数値が含まれております。こうした記述は、現時点における事業環境において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる可能性がありますのでご留意下さい。 
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Ⅰ. 決算ハイライト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【上期決算状況】 （単位：億円） 

 2010 年度 2011 年度 2012 年度 増減額 増減率 

 上期 1Q ２Q 上期① 1Q ２Q 上期② ②－① ②÷① 

売 上 高 １,２８６ ６６０ ６２９ １,２８９ ８６７ ９２１ １,７８８ +４９９ +38.7% 

売上総利益 １５９ ７５ ７６ １５０ １０２ １００ ２０２ ＋５２ +34.2% 

営 業 利 益 ８３ ４１ ４５ ８６ １８ ５７ ７５ ▲１１ ▲13.4% 

（信用ｺｽﾄ） （１３） （▲３） （▲２） （▲４） （３５） （▲２） (３４) （＋38） （－%） 

経 常 利 益 ８６ ４２ ５０ ９２ ２０ ５９ ８０ ▲１２ ▲14.0% 

純 利 益 ４８ ２５ ２８ ５３ ９ ３４ ４２ ▲１１ ▲20.4% 

 
         

償却前差引利益 １８９ ８７ ８７ １７４ １２０ １１６ ２３６ ＋６２ +35.5% 

〃 営業利益 ９６ ３９ ４３ ８２ ５３ ５６ １０８ ＋２６ +32.2% 

〃 経常利益 ９９ ４０ ４８ ８８ ５５ ５８ １１３ ＋２５ +28.1% 

 
         

契約実行高 １,６６９ ６６７ １,０００ １,６６７ １,７０８ ２,２４７ ３,９５５ +２ ,２８８ +137.3% 
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【上期決算概要】 

○2012/上期決算は大口の信用コスト負担により前年同期比減益となるも、買収効果も

加わり、基礎収益力は着実に向上 

― 基礎収益力を示す「償却前の各段階利益」は改善 

○一段高となったトップラインに信用コスト戻入も加わり、第２四半期業績は順調に回復 

― 2012／1Q 純利益：９億円 → 2012／2Q 純利益：３４億円（＋２５億円） 

【上期営業状況】 

○上期契約実行高は全分野において順調に増加し前年同期比 2.4 倍の３，９５５億円 

－ 基礎収益力の向上により収益構造は大きく改善 － 
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Ⅱ．損益状況 

 

  

しｈ紀伊駅 

 
 

 

（単位：億円） 

  2011 年度 2012 年度 上期比 
増減額 

           
  1Q 2Q 上期① 3Q 4Q 下期 1Q 2Q 上期② ②-① 

経常収入 （a） ８９ ９３ １８２ ８３ １１０ １９３ １２３ １１９ ２４２ +６０ 

 償却前差引利益  ８７ ８７ １７４ ８１ １１０ １９２ １２０ １１６ ２３６ +６２ 

 受取利息配当 １ １ ２ ０ １ １ １ ２ ２ +０ 

 投資収益 ０ ５ ５ ０ ▲１ ０ － ０ ０ ▲５ 

経常費用 （b） ４７ ４３ ８９ ５２ １２２ １７４ １０３ ６０ １６３ +７４ 

 資金原価 １２ １１ ２４ １１ １８ ２９ １７ １６ ３４ +１０ 

 支払利息 １ １ ２ １ １ ２ １ １ ２ +０ 

 一般経費 ３６ ３３ ６８ ３２ ４５ ７７ ４９ ４４ ９３ +２５ 

 信用コスト ▲３ ▲２ ▲４ ７ ５７ ６４ ３５ ▲２ ３３ +３７ 

経常利益 (a-b） ４２ ５０ ９２ ３１ ▲１２ １９ ２０ ５９ ８０ ▲１２ 

（償却前経常利益） （４０） （４８） （８８） （３８） （４５） （８３） （５５） （５８） （１１３） （+２５） 

純利益 ２５ ２８ ５３ ２０ ▲３０ ▲１０ ９ ３４ ４２ ▲１１ 
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【四半期別決算状況】 

○償却前差引利益は買収効果も加わり、2011／4Q 以降、一段高の水準 

○総資金コストは買収 2 社分が加わり一旦増加するも、その後低減 

○信用コストは 2012／1Q の大口負担はあるも、2012／2Q は一転して戻入超過 

→ 以上の結果、2012／2Q の経常利益・純利益は回復 

 経常利益（1Q：20 億円 → 2Q：５９億円）、純利益（1Q：9 億円 → 2Q：３４億円） 

【売上総利益率】 

低金利が継続する中、買収効果に収益性重視の対応も加わり、売上総利益率は横這い
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Ⅲ．財政状態 
 

 

 

 

 

（単位：億円） 

 2011/3 末 2012/3 末 2012/9 末 増減額 増減率 

  ① ② ②－①  

 物融資産 ６，４０７ ８，６７４ ８，８３４ ＋１６０ ＋1.8％ 

 （リース） （５，４６２） （７，５５１） （７，７２９） （＋１７８） （＋2.4％） 

 （割 賦） （９４５） （１，１２２） （１，１０５） （▲１７） （▲1.6％） 

 金融資産 ２，８７９ ３，４３９ ３，５４０ ＋１０１ ＋2.9％ 

 （貸 付） （２，４１９） （２，９５０） （３，０５９） （＋１０９） （＋3.7％） 

 （営業投資有価証券） （４６０） （４８９） （４８１） （▲８） （▲1.6％） 

営業資産 ９，２８６ １２，１１３ １２，３７４ ＋２６１ ＋2.2％ 

総 資 産 １０，２８０ １３，３３０ １３，５６６ ＋２３６ ＋1.8％ 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

  2011/3 末 2012/3 末 2012/9 末 増減額 増減率 

   ① ② ②－①  

 長短借入金 ５，１７３ ７，２１６ ７，０６７ ▲１４９ ▲2.1％ 

 市場調達 ３，６０３ ４，１１９ ４，５８４ ＋４６５ ＋11.3％ 

 （うちＣＰ） （３，２７３） （３，７３１） （４，１６８） （＋４３７） （＋11.7％） 

有利子負債 ８，７７６ １１，３３５ １１，６５１ ＋３１６ ＋2.8％ 

純 資 産 ６９４ ７４７ ７７９ ＋３２ ＋4.3％ 

(うち株主資本) （６８７） （７１２） （７４６） （＋３４） （＋4.7％） 

自己資本比率 ６．７％ ５．３％ ５．４％ ＋０．１％ － 

  

【資産サイド】 

○営業資産は前期末比＋２６１億円増加（＋2.2％）の１兆２，３７４億円 

― 物融資産：８，８３４億円（＋１６０億円）、金融資産：３，５４０億円（＋１０１億円） 

【負債･資本サイド】 

○有利子負債全体は前期末比＋３１６億円増加の１兆１，６５１億円 

― 引き続き低金利メリットを享受すべく、グループ会社においてもＣＰ活用を積極化 

○純資産は２Q 純利益の寄与により前期末＋３２億円の７７９億円 

― 自己資本比率は前期末比＋０．１％増の５．４％ 
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Ⅳ．営業状況  
 
 
 
 
 
 

 

（単位：億円） 

 2010 年度 2011 年度 2012 年度 増減額 増減率 

 上期 上期① 上期② ②－①  

物融分野 １，０２３ １，０２２ １，８９８ ＋８７６ ＋85.6％ 

 リース ８６３ ８４８ １，５８３ ＋７３５ ＋86.8％ 

 割 賦 １６０ １７４ ３１４ ＋１４０ ＋80.1％ 

金融分野 ６４６ ６４５ ２，０５７ ＋１，４１２ ＋219.1％ 

 貸 付 ５８４ ４９４ ２，０１４ ＋１，５２０ ＋307.6％ 

 営業投資有価証券 ６２ １５０ ４３ ▲１０７ ▲71.7％ 

合 計 １，６６９ １，６６７ ３，９５５ ＋２，２８８ ＋137.3％ 

（大企業向け） （８７２） （９３９） （２，５４５） （＋１，６０６） （＋171.1％） 

（参考）リース取扱高（2012 年 4～9 月）：前期比 10.0％増（リース事業協会発表） 

 

 

 

 

 

 

 

＜物融分野の機種別契約実行高＞ （単位：億円） 

 2010 年度 2011 年度 2012 年度 増減額 増減率 

 上期 上期① 上期② ②－①  

産業･工作機械 ２３４ １５０ ５９１ ＋４４１ ＋293.9％ 

輸送用機器 １４２ １５８ １９１ ＋３３ ＋21.1％ 

土木建設機械 １１７ １５３ １７９ ＋２６ ＋16.9％ 

情報通信機器 ２１６ ２５６ ４１１ ＋１５５ ＋60.2％ 

商業･ｻｰﾋﾞｽ業用機器  １３６ １２３ １３２ ＋９ ＋7.9％ 

医療機器 ５１ ５６ １５１ ＋９５ ＋171.7％ 

その他の機種 １２９ １２７ ２４２ ＋１１５ ＋90.7％ 

合 計 １，０２３ １，０２２ １，８９８ ＋８７６ ＋85.6％ 

【物融分野の状況】 

○物融契約実行高は各機種何れも増加し前年同期比＋86％増の１，８９８億円 

・産業工作機械：電気・自動車関連での設備投資を着実に捕捉 

・輸送用機器：復興関連に加え「エコカー補助金」効果による需要を取り込み 

・土木建設機械：レンタル向けを中心とした国内復興需要の取り込みが寄与 

・情報通信機器：IBJL 東芝リースによる底上げに加え大企業の大口更新需要を捕捉 

・医 療 機 器：シーメンスとの営業連携に加え東芝医用ファイナンスが通期寄与 

【契約実行高】 

○物融・金融分野共に大幅に増加し、全体では前年同期比２．４倍の３，９５５億円 

― 大企業向け契約実行高は２，５４５億円（＋１，６０６億円）と大幅な増加 
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【通期業績および配当予想】 （単位：億円） 

 2011 年度 2012 年度   増減額 増減率 

 通期実績① 通期予想② 上期実績 進捗率 ②－①  

売 上 高 ２,７０１ ３,５００ １,７８８ 51.1％ ＋７９９ ＋29.6％ 

営 業 利 益 １０７ １５０ ７５ 49.9％ ＋４３ ＋40.3％ 

経 常 利 益 １１１ １５５ ８０ 51.3％ ＋４４ ＋39.3％ 

純 利 益 ４３ ９０ ４２ 47.1％ ＋４７ ＋109.4％ 

 
      

1 株当たり配当金 ４８円 ５０円 ２４円  ＋２円  

【１株当たり配当予想】 

 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度① 2012 年度② 増減額②-① 

 中間配当 ２０円 ２０円 ２２円 ２４円 ２４円 ― 

 期末配当 ２０円 （4）２４円 ２４円 ２４円 ２６円 ＋２円 

年間配当 ４０円 （4）４４円 ４６円 ４８円 ５０円 ＋２円 
（注）カッコは、内数で創立 40 周年記念配当 

 

以 上  

Ⅴ．通期業績予想 

【環境認識】 

○引き続く欧州債務問題、新興国の成長鈍化、円高の長期化等により、全体の景気 

回復には引き続き時間を要する、との慎重な認識 

【営業方針】 

○「法人向けの総合金融サービスグループ」として持続的成長を図る 

・顧客基盤と提案力を活かした事業展開を推進 

・物融、金融に係わる顧客ニーズを幅広く捉えた優良資産の積上げ 

・医療分野に加え、環境・エネルギー等、成長分野への取り組み推進 

・中国、タイ、インドネシア等、アジア営業の一層の積極化 

【通期業績予想】 

○第２四半期業績は回復するも、今後の不透明な経済環境・厳しい事業環境等を 

踏まえ、通期業績予想は据置き 

【配当予想】 

○中間配当金（決議）：１株当たり＠24 円（前期：同額） 

○期末配当金（予想）：１株当たり＠26 円（前期：+2 円増配予定） 

○年間配当金（予想）：１株当たり＠50 円（通期：+2 円増配予定）→11 期連続増配予定 
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（参考）四半期別損益の推移  

（単位：億円） 

 FY09 FY10 FY11 FY12 

 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

償却前差引利益 95 92 95 86 97 92 90 87 87 87 81 110 120 116 

資 金 原 価 22 18 17 15 15 14 13 12 12 11 11 18 17 16 

売上総利益 73 74 78 71 81 78 77 75 75 76 70 93 102 100 

営 業 利 益 28 29 34 22 42 41 45 23 41 45 30 ▲10 18 57 

（実質信用コスト） (13) (14) (14) (16) (7) (5) (▲4) (13) (▲3) (▲2) (7) (57) (35) (▲2) 

経 常 利 益 28 35 35 24 42 44 47 22 42 50 31 ▲12 20 59 

（償却前経常利益） (41) (49) (48) (39) (49) (50) (43) (36) (40) (48) (38) (45) (55) (58) 

四半期純利益 16 22 18 14 22 26 30 12 25 28 20 ▲30 9 34 
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▲ 3 ▲ 2
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35

▲ 2

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q* 1Q 2Q

【実質信用コスト】 (億円)

95 92 95
86

97 92 90 87 87 87 81

110
120 116

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q* 1Q 2Q

【償却前差引利益】 (億円)

FY10FY09

22 18 17 15 15 14 13 12 12 11 11
18 17 16

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q* 1Q 2Q

【資金原価】

28 29 34
22

42 41 45

23
41 45

30

▲ 10

18

57

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q* 1Q 2Q

【営業利益】 (億円)

28 35 35
24

42 44 47

22
42 50

31

▲ 12

20

59

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q* 1Q 2Q

【経常利益】 (億円)(億円)

(億円)

FY11 FY12

FY10FY09 FY11 FY12

FY10FY09 FY11 FY12

FY10FY09 FY11 FY12

FY10FY09 FY11 FY12

FY10FY09 FY11 FY12

(*) 2012年2月1日付でIBJL東芝リース㈱、東芝医用ファイナンス㈱を連結グループ化


